
個人、団体からの来信 2016年１月24日
らいふだより／

2016年１月24日 第一礼拝(午前8:00～) 第二礼拝(午前10:30～) 夕拝（午後7:30～） 新潟福音放送協力会より会計報告、ほか

先 週 の 集 会 出 席 者 数

１/17(日) 教会学校
幼児男子２ 小学男子－ 中学男子－ 高校男子－ 子ども 成人男性－
幼児女子２ 小学女子1 中学女子－ 高校女子－ 5名 成人女性１

第一礼拝 男２ 女３ 計５ 子８ １/18(月) 実用書道教室 男１ 女６ 子1
１/17(日) 第二礼拝 男10 女19 計29 子６ １/18(月) 月曜家庭集会 男３ 女３

夕 拝 男１ 女－ 計１ １/20(水) 救 祷 会 男３ 女５
１/22(金) しゃべり場タビタ 男－ 女４ 子１
１/22(金) 金 曜 祈 祷 会 男－ 女４

諸 集 会 の ご 案 内

※月に一回、実用書道教室を開催 次回は、2/8月
月曜家庭集会 休会

１/27(水) 午後7:30 水 曜 祈 祷 会 教会堂 司 会：笹川 清子姉
１/29(金) 午後1:30 しゃべり場タビタ 渡邉智子姉宅 問合先：小山 千春姉
１/29(金）夜 金 曜 祈 祷 会 教会堂
１/31(日）降誕節第６週
第一礼拝 司 会

：近 伸之牧師
献 金

：片山 勝三兄
午前8：00 説 教 音 響

教会学校
担 当：佐藤 繁実兄

午前9：00
歓迎礼拝 司 会：片山 勝三兄 映 像：近 伸之牧師 感謝祈祷：小山 千春姉
午前10：30 集 会：笹川 清子姉 音響･賛美リード：賛美チーム

小山 千春姉 録 音：片山 健司兄 掃 除：片山 麻美姉
説教の録画：山崎 敬典兄

第１部 歓迎の賛美：「聞け我らの賛美」「子羊イエスよ」「ホザナ」
司 会：片山 勝三兄 映像・録音：片山 浩司兄 Ｃ Ｓ 担 当：近 伸之牧師 第２部 応答：「御手の中で」 頌栄：「God Bless You」 ほか

集 会：小山 千春姉 Hymn Player：片山 浩司兄 主日の予定 総会資料提出日。
集 会： 説教の録画：山崎 敬典兄 掃 除：片山 初子姉

カナン司会：小山 千春姉 夕拝 午後7:30 司会・説教：近 伸之牧師

報 告

１．本日の予定

主日礼拝の恵みを感謝いたします。礼拝後は昼食をいただき、担当者による教会会計の監査を行いま

す。また、昨秋より宣教区婦人会の主催で教理の学びが開催されており、本日はその録音テープを流し

て、当教会で学びの時を持ちます。

２．今週の予定について

1/26（火） １９：００より 新潟福音教会において宣教区会議 近牧師と横堀正美兄が出席

1/28（木） １４：００より 敬和学園大学において敬和学園理事会 近牧師が出席

３．先週の来会者

1/17（主日）教会学校に長谷部幸さんが横山美智子姉と共に出席されました。

同日の第二礼拝に天井保子さんが出席され、愛餐にも参加してくださいました。

説 教 メ モ

１．光は光を生み出す

あかりが器や寝台の下に隠れていたら、それは人を生かすものにはならない。あかりは燭台の上に置く。私

の持っている福音が、もし本当に私を救ったのなら、人に伝えずにはいられないはず（参照エレ２０：９）。
、、、、、、、、、、、、、

２．入ってくる人々に、光が見えるためです

すべての人が、この福音の光に生かされるわけではない。目の前に光が輝いていても、心の目が閉ざされ

た人々でこの世は満ちている。しかし本当の飢え渇きをもって求める者は、必ずこの光によって救われる。

３．適用

私たち自身が、福音を喜びとしているだろうか。まず真剣に聞こう。主の御前に心を休ませ、みことばをもっ

て心に励ましを与えよう。そうすれば、心に喜びが生まれ、あふれ出した喜びは、他の人を潤していく。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥前 奏 （新聖歌４１） 奏 楽 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥招きのみことば 『イザヤ書』５５章１－３節 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※開 会 の 賛 美 新聖歌９「力の主を」 一 同
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※信 仰 告 白 「使徒信条」（新聖歌p.826） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥代 表 祈 祷 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 の 賛 美 新聖歌１８５「来れ誰も」 一 同
きた たれ

‥‥‥‥聖 書 朗 読 『ルカの福音書』８章１６－１８節（新約126頁） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥聖 書 黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥説 教 「伝えてこそ生きるもの」 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥※応 答 の 賛 美 新聖歌３１７「わが友 主イエスは」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 の 献 金 （新聖歌５８） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 祈 祷 小林 洋子姉

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 案 内 （来信および集会案内） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 報 告 （来会者紹介および報告） 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※頌 栄 の 賛 美 新聖歌６１「御恵みあふるる」 一 同
み めぐ

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※派 遣 の 賛 美 新聖歌５４「主の祈り」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※祝 福 の 祈 り 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※後 奏 （新聖歌５９－７） 奏 楽 者

（※印は、からだの不自由な方以外はご起立お願いします）

降誕節第５週 主日礼拝



童話作家として知られる坪内譲治氏は、中学

の入試で２回、高校入試で１回、大学の進級試験

で３回、計６回の落第経験者なのだそうです。そ

の坪内氏が６３歳の頃、こう書いているのが新聞

のコラムに紹介されていました。「ユックリと勉強し

て、ユックリ恋愛して、ユックリ年をとっていくことで

ある。人生の楽しみ、自らその中にありである。」

「ユックリ」といえば、遠藤周作氏はその著書

『落第坊主の履歴書』の中で、「幼年時代と少年

時代との私はかなりな遅熟児」だったとご自分の

ことを紹介しています。「遅熟児」というのは早熟

児の反対で、遠藤氏の造語のようですが、つまり

「ユックリと」育っていったということなのでしょう。

小学校一年生のとき、アサガオの種を蒔いた。

水をやれば芽が出て花が咲くと教えられたので、

毎日、水をやった。雨の日もそうしたそうです。ア

ツイの反対の言葉を書きなさいという問題に、イ

ツア、カタイの反対はイタカと答えたとのこと。中

学でも成績はかんばしくなく低飛行、上級校の試

験には次から次へと失敗したという経歴の持ち

主だというのですから、信じられないくらいです。

その遠藤氏が「あとがき」の中に“遅熟児の私

だが、成長してなんとか物を考え、この社会で生

活できるようになったのだから、同じようなお子さ

んをお持ちのお母さんも、安心してくださっていい

のではないか”というようなことを書いています。

毎週土曜日 朝５：３０～６：００ ＢＳＮテレビにて放送中です。

☆24時間テレホン『でんわ世の光』 025（272）3592

１/３０（土）【字幕放送】
「幸せの秘訣」杉山ノブさん（写真）

静岡県三島市に住む杉山ノブさんは現在106歳。「神様に愛されているから、
毎日が楽しくて幸せだ」と語る杉山さんは、かつて洋裁教室を経営しながら子育
てをしていた頃に、クリスチャンになりました。数年前から習い始めた「賛美フラ」の
練習の様子や週５日通っているデイサービスでの様子を紹介するとともに、お話を
伺います。

Broadcast for Expanding Gospel into Niigata 私たち豊栄キリスト教会は、

BEGiN。ここから始まる、あなたの伝道。 『ライフ・ライン』の協力教会です。

「たとい挫折はあっても」 村上宣道 （『ライフ・ライン』メッセージ集より）

〒950-3322 新潟県新潟市北区嘉山3-11-15

日本同盟基督教団 新潟山形宣教区

豊栄キリスト教会 （牧師 近 伸之）
とよ さか ちか のぶ ゆき

TEL：025-387-4934 FAX：025-250-0155

ホームページ： http://www.toyosakakyokai.com

電子メール： info@toyosakakyokai.com

ブログ： http://toyosakakyokai.seesaa.net

これらの話、少なくとも、かつて人生の落第生

と思い込んでいたこの者にとっては慰めです。負

け惜しみではありませんが、一度も挫折の経験も

なく、とんとん拍子に万事うまくいっているという人

生が、果たして幸せなのかどうかはわかりませ

ん。ある人が、“落第なんて、心を豊かにする心の

ひだのようなもの”と言っていましたが同感です。

聖書の中でも、いわゆる偉大な人物とされて

いる人たちというのは、まるで申し合わせたよう

に、“落第生”というレッテルを貼られてもしかた

ないような、皆、挫折の経験者ばかりです。

信仰の父といわれるアブラハムにも挫折があ

り、イスラエルの指導者モーセは不惑の年といわ

れる４０歳にして挫折、ダビデ王しかり、預言者の

代表エリヤにも挫折はあり、キリスト教の最大の

立役者パウロも挫折からはい上がった人。その

彼が復活の信仰に立ってこう言っているのです。

「途方に暮れることがあっても、絶望してしまうこ

とはない。倒されても、打ちのめされはしない。い

つも・・・イエスの復活の命を体験している。」

（第二コリント４：８～１０、現代訳）

2015年度教会目標 「心から進んで」
年間目標 それぞれに違った賜物が与えられていることを信じ、自ら進んでささげていくひとり一人へ
「彼らはそれを進んでささげるささげ物として【主】に持って来た」（出エジプト35:29）

中期目標 ５つの地域群（早通・豊栄・新発田・阿賀野・新潟）から、各地域へ福音を伝えていこう
「アジヤに住む者はみな、ユダヤ人もギリシヤ人も主のことばを聞いた」（使徒１９：１０）

長期目標 県下20市の中で唯一教会のない阿賀野市に向けて、宣教区レベル開拓への斥候として
「御名がまだ語られていない所に福音を宣べ伝えることを切に求めた」（ロマ１５：２０）

毎年、秋分の日に福島潟自然公園で行われる『雁迎灯(かんげいび）』。
昨年は600人のボランティアが朝から夕方にかけて1万2千本のロウソクを立てた。
（https://www.youtube.com/embed/AonFR1kPnME）
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